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山川広人 

公立千歳科学技術大学 情報システム工学科 

大学eラーニング協議会 第二部会 担当
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eラーニングの導入や実践を先導的に推進している大学が中心となり、ノウハウや教育方法の共有、

FDの取り組みなどの積極的な公開を目指すグループ（現在約50大学が加盟）
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取り組み内容： 

・　年１度の総会フォーラム（2022年は3月8日（火）に開催予定） 

・　共通基盤教育事業（教材・LMSサービスの共有） 

・　部会活動 

　（１）　システム運用部会によるサービス・ワークショップ等実施 

　 →ICT活用のシステム構築・運用の情報共有 

　（２）　コンテンツ・教材共有部会 

　 →共通基盤教材の整備・共有 

　（３）　ICT活用教育事例部会 

　 → 教材やシステムを用いた教育実践の情報共有
https://uela.jp/
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Moodle: 標準のMoodleテスト形式で利用 Solomon: 独自システム（後述）で提供

大学種別や分野に寄らず利用できるよう、中学・高校・大学初年時レベルの教材を整備 

各大学やステークホルダーから共有利用の許諾が得られたものを公開
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Moodle, SolomonともにHTML形式で提供（※１部の科目のみ提供）

大学種別や分野に寄らず利用できるよう、中学・高校・大学初年時レベルの教材を整備 

各大学やステークホルダーから共有利用の許諾が得られたものを公開
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大学種別や分野に寄らず利用できるよう、中学・高校・大学初年時レベルの教材を整備 

各大学やステークホルダーから共有利用の許諾が得られたものを公開



2021年度時点で、36機関が利用中。　入学前教育、大学初年次教育での利用が主。
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・既習内容に関わる知識レベルのばらつき 

　　例）新学習指導要領も踏まえた高校までの学習内容との接続（数学・情報I, II）が必要 

　　　　　従来とは異なる入学前教育上の工夫が必要 

・初年次も含めたカリキュラム体系に組み込む困難さ 

　　例）時間割や人員、既存のカリキュラムとの整合性を踏まえた授業設計が難しい 

　　　　　学生に身につけさせる内容は何か？（出口保証） 

大学eラーニング協議会の部会参加校を中心に、 

幅広い大学種別や学部・学科の違いによる環境や事情の見据えた、下支えとなる教材の共有や、 

学習成果の把握方法が可能かを検討中 

　　⇒　数理・データサイエンス・AI教材とCBTの提供の検討を開始
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ある単元ごとにレベル１から７までのレベル別問題を整備した上で、 

その問題を1０ー１２問程度テストとして受験することで、正否の経過から受験者のレベルを推定する
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11 動画：https://youtu.be/B3ZBLzwFyeM
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・プレ/ポストテスト型の学習 

・反転的な学習 

　　＋昨今では、オンライン学習 

 

CBTで判定できるレベルに基づき、 

特に知識習得の部分について、 

段階的な目標設定・自己調整型の学習や、 

反転学習に用いることができる



数理・データサイエンス・AIを学ぶための基礎 

　・中学数学 

　・高校基礎数学
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アルゴリズムとプログラミング 

  ・プログラミング的思考　 

　・Pythonプログラミング基礎

幅広い大学種別や学部・学科で利用できるように 

するためにも、複数の大学で分担や力を合わせて整備 

　⇒ レベル別にすることで、環境や事情にあわせた 

　　　　利用が可能になる 

　⇒ 試行や利用方法の共有を経て、 

　　　 大学eラーニング協議会などでの共有へ

協力校 ）公立千歳科学技術大学、創価大学、山梨大学

数理・データサイエンス・AI教材： 

　・統計の基礎 

　・データ分析 

　・データ活用

山梨大学さんの 
数理データサイエンス教材

今後、各大学のニーズも伺いながら、 
教材の範囲（⇒協力校）も増える様に活動していきたい



• 共通基盤教育の利用に興味がある機関の方 

• 数理・データサイエンス・AI分野はもちろん、教材の共有にご協力いただける 

（外部公開・利用できる教材をお持ちの）機関の方 

• UeLAの取り組み等に興味がある方 

大学eラーニング協議会のホームページをご覧ください。 

問い合わせは、同ホームページのお問い合わせフォームにご連絡ください。 

　　　　　　　　　　　　　　大学eラーニング協議会　　 https://uela.jp/
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